
別記様式

随意契約結果書

物品等の名称及び 東日本大震災記録資料等整理業務

数量

契約担当官等の氏 ○支出負担行為担当官 東北地方整備局長 山本 巧

名並びに所属する ○国土交通省 東北地方整備局

部局の名称及び所 ○宮城県仙台市青葉区本町三丁目３番１号

在地

契約締結日 令和 ４年１０月２４日

契約の相手方の ○一般財団法人３．１１伝承ロード推進機構

氏名及び住所 代表理事 今村 文彦

○宮城県仙台市青葉区本町三丁目２番２６号

契約金額 ￥１，９９１，０００．－

（消費税及び地方

消費税含む）

予定価格 ￥１，９９３，８９３．－

（消費税及び地方

消費税含む）

随意契約によるこ 別添のとおり

ととした理由

備 考

注）１．公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載する

とともに、備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記

載する。

２．予定価格を公表しないこととした場合、予定価格の欄には「非公表」と記載する。



契約理由書 

 

１．件    名：東日本大震災記録資料等整理業務 

 

２．契約の相手方：一般財団法人 ３．１１伝承ロード推進機構 

         〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町３－２－２６ 

         TEL 022-393-4271 

 

３．理    由： 

本業務は、建設業関係者等より収集した東日本大震災に関連する記

録資料等（以下、記録資料）について整理するほか、記録資料を活用

した広報コンテンツを検討、企画立案するものである。 

 

本業務の履行にあたっては、建設業が果たしてきた役割やインフラ

整備及び地域の守り手としての重要性を適切に理解した上で、ターゲ

ットの分類、テーマの選定、内容の充実、広報媒体の活用等により、

より多くの人に情報発信出来る広報コンテンツの企画立案を行う高

度な能力及び知識、経験が求められる。 

そのため、提案内容等を総合的に判断し、契約の相手方を選定する

企画競争方式にて企画提案書の提出を求めたところである。 

 

  広報コンテンツの企画立案を行うための基礎となる記録資料の現 

状、未整理のポイント、複数媒体に応じた資料とりまとめの提案な 

ど、業務の理解度が高い。 

また、大震災における建設業の取組内容がこれまでどのように取り 

    扱われてきていたのか、それを踏まえた各世代別の広報特性を整理す 

    ることとしており、特定テーマに対する必要なキーワードが網羅され 

    た提案で、的確性が高い。 

上記の通り、本業務を履行するに十分な技術力と能力が認められた 

ため、企画競争委員会において特定されたものである。 

 

  以上の理由により、会計法第２９条の３第４項及び予決令１０２条 

の４第３号の規定に基づき、上記業者と締結するものである。 

 

 

 


